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ところで､ f鞄 のR依存性に関する限 り､分子場近似でえ られる結果は､よ▼ヽ
り-憩的な考察か らも導かれ る事が示せるC 但しこa)場合､種 々の係数の温度
依存性は分子場近似の場合と異ってさし支えないO §3 ではこのような考え方
に立って §2 の結果を一般化 し､係数の温度依存性を適当に調節 して帯磁率や
自轟磁化の期待 される結果と矛盾な く合わす事ができる事 を示す¢
最後に.§4 では.えられた結果のまとめと､問題点の揖輪を行 う｡












である. ここに Cは定数, Oは最近接格子点への変直ベク トル, 笈は配位数､
藍は､Jを最近接相互作用の大 きさとして､
K-2zJ/kBT
で与えられる｡二体相国関数 f鈎 は,距離 Rだけ練れた上向きスピンの対の数
をNy僻 として .
珊 ≡ 塑 _ix 2 (4)





f珊 弓 - Ⅹ職
を局所的上向きス ピンの数と見なして､













～ 竺 82A絹 (虫》 ∂)
6







ところで, この線形近似は､ ER>>1ではconsisもent になっているが､










る範囲で考えるQ又, 82AEはEに比べて (6/A)2の程度に小さいので､ E3
の項では勾配は無視してさし支えない'Oするとf3id定常解をきめる式は
蒜 +孟 芸 - £2f･景 E3･ (K=2) (10,









さて､ (ll) 式は､ RR<<1におけるfl)式に非禽た似た形をしているが､そ
れからのズレはFisherの予想しているよう●な(功式では表わせない形をしてい
るO 又ー､ (ll) が ぷR-1では)に連続的につながるとすると, (la)の係数Aは





















亡 ニー L--宣二 ･-
CTJTc)
J;-,dRR2相 -A/C:1 dRRe-`R
fln旦 _ r 5(2
A
～ 7 ∝ (T-Tc))
(15)
(16)





実は､ f粥のR依存性に関する限り､tll及び (ll)の形はもつと1-塵的 な考察
･からも導 く事ができるC '1
､■それを示すために､まず(31式の次の三つの性質に蓉目しようo
i) df鞠/dも は､Rの近くでの Eの値を適もてのみRによっている｡
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ii) df/dt は, Eの寄関数である｡
i) df/dt は､ Eの巾に展開可能であるO

















'亨 5,f"B2(r･r′･r")H R~r)E(R~rつ昭 一rう
+････････.) (17)






紘, (17) の右辺全体に A(う プラシアン)がかかった形になるO
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f獅 ～ (8/R)n~ 1
となり､従って (18) が成り立つようなRの下限,即ちaは
2n-4









となる｡ これが (25) に比べて無視できるためには
監 芸82< Pl ･ i2
(36)
(37)
七､これも (32) がみたされていれば自動的に成 り立つO
以上から､ (32) の条件は､ Eについての 3次以上 を無視する我々の近似が



























































が要求 されるO これは (32) の条件をみたしていないので.必ずしも
consisもenも であるとは云えないC
我々の方法では､又,比熱の異常性を詞ぺる事ができない｡又,自発磁化と
帯磁率との滑係しても､強磁性転移のように､自発磁化をきめる緩和過程 (双
極子相互作用又はスピン格子相互作用)と帯磁率をきめる緩和過程 (交換相互
作用)とが異 る時には明らかでないOこのように,我々の理論は多 くの細題点
を含んではいるが, 3次元の場合の非線形効果の重要性と,､それを詞ぺ る足が
かりを示す点で何 らかの役に立てばと思 う｡
終 りに､いろいろ貴重な鰍討論をいただいた富田先生､松原先生及び教育大
高野先生iづ賢i感謝いたしますO
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